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　ガバナーを拝命してから、早いもので９ケ月が経
過致しました。残す任期は３ケ月、いよいよ最終
コーナーを回った辺りでありましょうか。私の第４
クォーターにおける主たる任務は、戦略計画委員会
による幾つかの改変であると認識しております。
　公式訪問の卓話で申し上げたように、私のガバ
ナーとしての最も重要なミッションは、戦略計画委
員会を恒常的に機能させることだと考えておりま
す。決議23-34の第４項に記載されている通り、ロー
タリーの行う奉仕プロジェクトは単年度にて完結
するものが好ましいとされておりました。しかし近
年のRIは、奉仕プロジェクトにおいては持続可能
性を、リーダーシップにおいては継続性を重視し、
地区やクラブに対しては戦略計画の立案を推奨し
ております。単に不連続な事業の羅列に終始せず、
計画性を伴った効果的な事業の遂行を期待されて
いるものと思います。
　公式訪問において夫々のクラブとのディスカッ
ションを重ねると、幾つもの貴重なご意見やご要望
を伺う事がございました。しかし、折角に頂いたご
助言であるにもかかわらず、中々にそれを反映する
方法は限定される。地区の在り方についてのご助言
をいただいても、私のガバナー年度においてそれを
反映する術は最早なく、それを次年度に引き継ぐ機
会も限定される。ご意見を拝聴しながらも、幾分歯
がゆい思いを感じました。

　私の考える地区の戦略計画委員会は、何人かの直
近のパストガバナーと、現ガバナー・ガバナーエレ
クト・ガバナーノミニー・ガバナーノミニーデジグ
ネイトによって構成される委員会と致しました。地
区が改善すべき課題と、地区が目指すべきビジョン
を共有し、適切な継続性を担保する。地区において、
単年度では意味をなさない事業計画や、一年では合
議に達する事が難しい改変等を協議する場と致し
ます。前述したクラブからの要望も、戦略計画委員
会が常態化すれば、次年度・次々年度と申し送り引
き継ぐことが出来る。戦略計画委員会の存在意義は、
極めて大きいものと思われます。
　只今の戦略計画委員会では、地区の規約改定や地
区事務所の開設・分区の再編等を検討しております
が、それらの多くは一年で成就するものではありま
せん。メリットとデメリットが併存し賛否両論ある
命題なればこそ、情報を集めて課題を整理し、得失
を明らかにして合意を形成する。そのような過程を
踏まえる事が必要とされましょう。
　取り分け分区の再編は、幾つもの心理的ハードル
を越えねばならず、その必要性についての合意には
より多くの時間を要するものと思われます。今年度
において完結すべきは、地区規約の改定でありま
しょうか。一歩でも確実に歩を進める。第４クォー
ターも、手綱を緩めず前進しようと考えております。

国際ロータリー第2790地区
2017-18年度ガバナー 寺嶋　哲生（柏RC）

理念と実践　〜Think Next〜地区行動指針

第４クォーターに向けて
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　昨年７月26日に地区幹事団を結成し、顔合わせに
始まり、９月に橋岡ガバナーエレクト事務所を開設
以来、2018−19年度へ向けての地区組織図案や地区
予算案の構築をはじめ、「地区チーム研修セミナー」
開催に向けて準備を進めてまいりました。
　本セミナーは橋岡
ガバナーエレクトが
RI会 長 の メ ッ セ ー
ジやテーマを、そし
てガバナーとして地
区の活動方針を地区
チームに説明する大
切なセミナーです。
　当日は、朝10時に
集合しスタッフによ
る受付や会場の準備
が進められました。
　登録受付が始まると、いよいよだという気持
ちになり、緊張いたしました。第一部本会議の
５分前には、ドラマGoodLuck ‼のテーマ曲の

「DEPARTURE」が流れ、橋岡ガバナーエレクトの
点鐘で国際ロータリー第2790地区2018-19年度の幕
が上がりました。

　出席者の視線が注がれる中、本会議は粛々と進み
ました。
　本会議が終わり、第二部の第５回ガバナー補佐会
議並びに委員会別会議へと移動して行きます。パス

トガバナーの皆様方もそれぞれの委員会にご同席
いただき、橋岡ガバナーエレクトの示された活動方
針を実践に移すべく新委員長のもと、委員の皆様方
と委員会の活動計画を話し合い結束力を高めたも
のと存じます。

　第三部の懇親会場では、移動してきた地区チーム
メンバーは各テーブルごとに笑顔で歓談し、一日に
わたるこのセミナーが無事中締めを迎えることが
出来ました。
　この地区チーム研修セミ
ナーにご参加頂いた皆様に
心から感謝申し上げます。
また開催に向けご協力頂い
た佐倉中央RCの皆様、地区
幹事団の皆様、成田RCのお
手伝い下さった皆様、そし
て事務局員の皆様に御礼申
し上げます。
　ありがとうございました。

地区チーム研修セミナー設営にあたって

2018−19年度地区幹事長 野池　尚美（佐倉中央RC）

日時：2018年３月３日（土）
場所：TKPガーデンシティ千葉
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　　補助金セミナー報告

　地区財団委員会より2018年２月10日に開催しましたR財団地
区補助金管理セミナーについてご報告します。当日はカンディ
オ千葉ホテルにて、寺嶋ガバナー、橋岡ガバナーエレクトを始
め、諸岡ノミニー、漆原ノミニーデジグネート他地区役員の皆
様と地区内73クラブ160名を超える、本年クラブ会長及び次年
度クラブ役員の方々に御参加を頂きました。
　セミナーでは次年度の橋岡年度に実施予定の、社会奉仕事
業、国際奉仕事業、職業奉仕事業など、クラブの活性化に
重要な戦略となる 奉仕プロジェクトの開発、計画、立案、を
年度初めから実施して頂きたく、その際にシェアーシステムに
よる地区財団活動資金DDF（District Designate Fund）の
中の「地区補助金」DG（District Grants）や国際財団活動
資金WF（World Fund）を活用され、より完成度の高い事業
を実施して頂きたく、具体的申請方法や申請にあたっての注
意点など、当日配布しました2018-19年度版ロータリー財団ハ
ンドブックをテキストとして説明させて頂きました。なお当日は、
発表出来た委員会と時間の関係から発表を控えた委員会もあ
りましたので、以下委員会活動の要約を報告させて頂きます。

１．大野　雅章　財団資金・推進管理委員会委員
　財団への年次基金、ポリオプラス、その他基金への寄付は、
R財団管理委員会による資金運用を経て３年後に地区財団活
動資金DDFとして地区に戻され、皆様の奉仕プロジェクトの
財源として活用されます。寄付をされた会員には各種認証の証
としての認証ピンが贈られます。またロータリーカードの使用
による自動寄付もございます。当地区では年次基金寄付150ド
ル、ポリオプラス寄付30ドルの寄付目標を皆様にお願いしてお
ります。
２．時田　清次　グローバル補助金委員会委員長
　グローバル補助金プロジェクトは、ロータリーの掲げる６つ
の重点分野に該当し、複数のクラブによる大規模な国際的奉
仕活動を支援します。今年度、市原中央RCは中華民国新竹
西北RCの「新竹県にある心身障害施設での職員・障害者の

育成支援をしたい。」との申し出に、技術向上を図り、製品販
売を強化することで経済効果が期待出来ると判断し、取り組
んでいます。TRFに申請し現在審査中です。
３．清水　隆　地区補助金プロジェクト委員会委員長
　地区補助金は、地元のニーズに取り組むための比較的小規
模な活動を支援します。当委員会では、2017年３月末日までに
提出された申請案件を精査したうえで、ロータリー財団 TRF

（The Rotary Foundation）へ活動資金を申請し、次年度スター
トに合わせ、お振込みさせて頂きます。申請受け付けの締切
が間近に迫っております。早急に次年度の社会奉仕事業につ
いて実施計画の立案促進に着手下さい。
４．山本　美代子　奨学生・学友委員会委員長
　2018-19年度奨学生募集要項を発表しました。次年度は、
地区補助金奨学生１名とグローバル補助金奨学生を最大２名
まで選考し、派遣する予定です。留学先では国際理解と世界
平和の促進について学び、帰国後は後輩への指導や学友会
での活躍が期待されます。
５．織田　信幸　R平和フェローシップ委員会委員長
　ロータリー平和フェローシッププログラムは紛争解決の分野
で国際的に活躍する人材を育成する目的で、世界６か国、７
つの大学にロータリー平和センターを設置し、奨学生の受入
とカウンセラーによる支援を行っています。日本にある国際基
督教大学（ICU）はアジアで唯一、修士号プログラムを提供
する大学として2002年より受入を行っています。
６．中沢　由岐子　ロータリーポリオプラス委員会委員長
　1979年にロータリー会員がフィリピンで600万人の子どもに
予防接種を行って以来、30年以上にわたり、ロータリーは世
界からポリオを撲滅する活動に取り組んできました。現在、野
生型ポリオウィルスの常在国は、ナイジェリア、アフガニスタン、
パキスタンのわずか３カ国です。どんなプログラムよりも優先さ
れるポリオプ
ラス活動への
ご理解を頂き
ポリオ撲滅を
実現するため
に、お１人30
ドル以上のご
寄付をお願い
致します。

地区財団委員会「補助金管理セミナー」開催報告

地区財団委員会統括副委員長 水野　晋治（柏西RC）
2018-19年度
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　　IM開催報告

　第５分区のIMは、櫻木パストGによる「基調講演・将来
向き合う、日本と世界の職業奉仕に対する乖離」。
　続いて篠原靖跡見学園女子大学准教授の「特別講演・
日本版DMOをベースにした明るい南房総の活性化」２つ
の講演だった。
　櫻木パストGは、職業奉仕に関し「忘れてはいけない職
業奉仕」と「ロータリーと他団体の職業奉仕との違い」を
示し、職業奉仕の意義を熱く語った。出席者は80人。櫻

　第13分区のIMが２月２日（金）に野田公民館小ホー
ルにて開催されました。
　当日は５クラブの合同例会も併せて行われ、ガバナー
寺嶋哲生様、研修リーダーのパストガバナー関口徳雄
様のご臨席を賜り、挨拶を頂戴いたしました。合同例
会では関口様に基調講演をしていただき、参加会員
の方から好評を得た次第です。有難う存じました。

　第４分区IMは2018年１月27日（土）かずさアカ
デミアホールで開催しました。本年度はRI会長テー
マ「変化をもたらす」そして、寺嶋ガバナーの地
区運営指針「理念と実践～ Think Next」を道標に
して地区の活動をしてまいりました。このような
状況の中、私たちの奉仕活動は地域社会と密着し
た物が多くあります。その為に地域の実情を理解

木講師の語る貴重な講演をひと言も聞き逃すまいと真剣に聞
き入る姿が会場の随所に見られた。
　続く篠原講師の講演では、第５分区全体を含む南房総
の人口増を実現させる方策が語られた。会場を埋めたロー
タリアンは、自分たちの住む地域の問題であるだけに真剣
に受けとめ聴き入っていた。
　特に、地域興しの方法論では日本国中を内閣官房地域
活性化伝道師・総務省地域力創造アドバイザー等の肩書き
で歩く講師の研究成
果に、一つひとつ納
得し、そしてうなづく
姿を場内で見ることが
出来た、第５分区の
インターシティ・ミーティ
ングだった。

　例会後はIMに入り、テーマ「ロータリアンであるこ
とを誇りにしよう」にて、５クラブの会員エレクトの皆様
から提言発表がなされ、関口リーダーからは「内容
が意欲的で期待が持てる。」との総評をいただきまし
た。予定の１時間半、この間式次第が率なく終了し、
ホストクラブ野田東RC林会長、山口幹事そして会員
総合での周到な準備があったこと感謝に堪えません。
併せて５クラブの会
員のご協力に対し
厚く御礼申し上げま
す。
　懇親会終了後解
散となりました。

する必要があります。
　以上の様な観点から木更津市長で、木更津ロー
タリークラブの名誉会員である渡辺芳邦さんに講
演を依頼しました。演題は「オーガニックなまち
づくり」「人と自然とが調和した持続可能なまちづ
くり」パワーポイントでの理解しやすい講演でし
た。
　その後、各クラブ
からの活動報告があ
り、後半では懇親会
も開催し、研修と親
睦の１日でした。

第４分区ガバナー補佐

第５分区ガバナー補佐

（木更津東RC）

（勝浦RC）

内田　　稔

西川　佳璋

第13分区ガバナー補佐
（野田東RC）山﨑　　巌
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　地区大会 一日目 2月24日 ホテル ザ・マンハッタン

RI 会長代理歓迎晩餐会

司会 地区幹事長
神野 美明

開会のことば
柏RC会長 溜川 良次

2016-17 会長賞表彰
青木 貞雄PG RI 会長代理　松宮 剛 様

地区指導者育成セミナー

登録 ガバナー挨拶

乾杯　柏RC PG補佐　風澤 俊夫

箏コンサート　鈴木 麻衣 様

他地区ガバナー令夫人
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　地区大会 二日目 2月25日 ホテル ニューオータニ幕張

大懇親会

来賓挨拶 森田健作 知事司会 勝元聡子 元榮太一郎 記念講演 小宮山 宏 様

チアリーディング　柏ゴールデンホークス地区大会決議案発表

ジャンチブ ガルバドラッハ様 青少年の集い 会場風景橋岡GE挨拶 漆原GND挨拶

ガバナー挨拶会場風景

乾杯 地区研修リーダー 
関口 徳雄

馬頭琴演奏 バドジャルガル 
アリウンザヤ 様

モンゴルダンス 米山奨学生 
ホウ・シュウシュウさん

米山奨学生
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（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース（ハイライトよねやま216号）

文　庫　通　信（366号）

今月のトピックス

文庫資料から

── ロータリー文庫 ──

スリランカへ医療器具寄贈
−第2620地区学友会−

《今月のピックアップ記事》

・寄付金速報　― 下半期の寄付状況 ― 
・マレーシア米山学友会総会
・「こどもの日」に小学校支援　−タイ米山学友会−
・スリランカへ医療器具寄贈　−第2620地区学友会−
・ネパール米山学友会が無料医療キャンプを実施
・【訃報】理事 勝山國太郎氏（第2620地区）逝去

◎「ロータリーの夢と哲学～ 21世紀のロータリー～」久野　薫　2018　19p（D.2680西播第二グループIM記念誌）
◎「人類の繁栄とロータリー運動」中村尚義　2018　4p（D.2680西播第二グループIM記念誌）
◎「変えてはならないロータリーの基本理念　溢れている情報を整理して理解しましょう」松田泰長　2018　1p
　　（D.2790月信）
◎「RLI参加者テキスト（2015−2018年度版）」　RLI日本支部；翻訳・監修　2016　197p
◎「地区リーダーチームの手引き　ガバナー補佐・地区委員会委員長研修セミナーテキスト」服部芳樹
　　D.2630　2018　68p
◎「震災を記憶にとどめ後世に伝える　復興支援・５年のあゆみ」いわき平中央R.C.　2016　62p
◎「東日本大震災支援報告書」　D.2530　2016　130p
◎「８･ ２０広島市豪雨土砂災害復興支援報告書」　D.2710　2015　76p
◎「災害支援プロジェクト報告書」　D.2660　2012　142p
◎「体験『阪神・淡路大震災』」西宮夙川R.C.　1997　70p

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp　　開館：午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

　第2620地区（山梨県・静岡県）米山学友会が1月8日、スリランカへ第２回目の奉仕活動を実施しました。
　今回の活動は「スリランカへの医療器具寄贈プロジェクト」です。
　ラシタ・エリヤーワ会長（スリランカ／甲府南RC）および有志メンバーとロータリアン計５人が、首都コロンボから200
㎞以上離れた山岳地にあるテリペへ村を訪問。医師１人、医療スタッフ８人という小さな病院に、鼻腔栄養チューブ・血圧計・
縫合セット・点滴スタンドなどさまざまな医療器具・設備を届けました。
　さらに、同村にあるSiduhath学校に通う１～６年生210人に文具セットを寄贈、記念植樹をしました。村人も多数集まり、
熱烈に歓迎してくれたということです。
　ラシタ会長は、「この活動資金は、第2620地区のロータリアンや米山学友・奨学生、第2530地区（福島県）米山学友会、台
湾米山学友会などの協力によるもの。現地での準備に協力いただいた学友のご家族など、皆さんに心から感謝します。
　これからも、有意義な活動を企画していきたい」としています。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書
信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDF
もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

※そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。 
→　http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight216_pdf.pdf
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米山功労者

本宮　丈男

山内みどり 坂本　博一 八木　和男 大内　　啓 森田　雅久 恩田　久榮

清水　俊雄 三枝　　巖 白鳥富士男 元木　康二 小林　　亘 吉野　昭一
（佐原RC）

６回目

（茂原RC）
２回目

（佐原RC）
２回目

（柏南RC）
２回目

（柏南RC）
２回目

（松戸RC）
２回目

（松戸中央RC）
１回目

（茂原RC）
５回目

（茂原RC）
５回目

（佐原RC）
３回目

（佐原RC）
３回目

（柏南RC）
３回目

（茂原RC）
２回目

叙勲・褒賞・表彰（敬称略）

寄付者紹介（敬称略）

旭日双光章

佐藤　雅教
（我孫子RC）

ロータリー財団寄付

メジャードナー マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

新ポール・ハリス・フェロー

鈴木　子郎

藤原　和子 石井　晶子 伊藤　　実 川﨑　　翔 塚越　立太 三井　文子

黒田　良一 斎藤　昌雄 渡邉　　隆 森　　和夫 井崎　博之 藤原　泰治

冨澤　茂樹 新田　辰吉 高木　直樹

（柏西RC）
８回目

（柏東RC） （柏東RC） （柏東RC） （柏東RC） （柏東RC） （柏東RC）

（佐原RC）
７回目

（千葉南RC）
５回目

（柏東RC）
４回目

（柏東RC）
２回目

（松戸中央RC）
２回目

（柏東RC）
１回目

（柏東RC）
１回目

（柏東RC）
１回目

（松戸中央RC）
１回目

高橋　昭二
（佐原RC）

新ベネファクター

森田　雅久
（松戸RC）

新ロータリアン（敬称略）

佐藤　一正

高橋　幸丸 町田　　健

正田　静子 湊　　一夫 松江　真理 落合　精一 石川　知生 ポール　ツジ 根本　　実 竹内　信一

出口　稔暢 淵岡　彰介 濱部紗智奈 東　　孝俊

（柏東RC）
ガス配管

１月４日入会

（館山RC）
ガソリンスタンド
３月７日入会

（千葉RC）
生命保険

３月12日入会

（柏東RC）
美容／健康

１月４日入会

（柏東RC）
マリンスポーツ
１月４日入会

（柏東RC）
ダンススタジオ
２月１日入会

（佐原RC）
地方銀行

２月２日入会

（千葉南RC）
発電所

２月16日入会

（成田RC）
空港ホテル

２月16日入会

（成田RC）
土木工事

２月16日入会

（館山RC）
泌尿器科医

２月21日入会

（館山RC）
飲食店

２月21日入会

（銚子RC）
醤油製造

２月21日入会

（柏RC）
旅行業

２月21日入会

（千葉RC）
社会保険労務士
３月５日入会
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国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2018年２月分）

分
区

分
区

第
１
分
区

第
７
分
区

第
８
分
区

第
９
分
区

第
10
分
区

第
11
分
区

第
12
分
区

第
13
分
区

第
２
分
区

第
３
分
区
Ｂ

第
４
分
区

第
５
分
区

第
６
分
区

第
３
分
区
Ａ

クラブ名

市 川
市 川 東
市 川 南
浦 安
市 川 シビック
浦 安 ベ イ

平　均
船 橋
船 橋 西
鎌 ヶ 谷
船 橋 東
船 橋 南
船 橋 み な と

平　均
千 葉
新 千 葉
千 葉 西
千 葉 中 央
千 葉 幕 張
千 葉 東
千 葉 若 潮

平　均
千 葉 南
市 原
千 葉 港
市 原 中 央
千 葉 北
千 葉 緑

平　均
木 更 津
上 総
富 津 中 央
木 更 津 東
君 津
袖 ヶ 浦
富 津 シ テ ィ

平　均
館 山
鴨 川
勝 浦
千 倉
鋸 南
館 山 ベ イ

平　均
茂 原
東 金
大 原
大 多 喜
成 田 空 港 南
茂 原 東
茂 原 中 央
大 網
東 金 ビ ュ ー

平　均

銚 子
旭

八 日 市 場
銚 子 東

平　均
佐 原
多 古
小 見 川
佐 原 香 取

平　均
成 田
八 街
印 西
白 井
富 里
成田コスモポリタン

平　均
柏

我 孫 子
柏 西
柏 東
柏 南

平　均
習 志 野
八 千 代
佐 倉
八 千 代 中 央
四 街 道
習 志 野 中 央
佐 倉 中 央

平　均
松 戸
松 戸 東
松 戸 北
松 戸 中 央
松 戸 西

平　均
野 田
流 山
野 田 東
流 山 中 央
野田セントラル

平　均

クラブ名出席率
（％）

89.99
100.00
71.00
90.80
75.69
71.10
83.10
94.36
86.93
82.69
92.75
81.48
98.61
89.47
79.67
89.22
80.24
82.14
80.26
82.87
67.74
80.31
84.44
87.60
92.05
81.67
72.39
75.51
82.28
66.30
71.87
73.64
76.52
95.72
86.82
82.20
79.01
84.80
94.33
87.20
60.00

100.00
85.71
85.34
87.32
91.11
92.50
74.99
89.90
72.79
85.66
81.46
58.33
81.56

86.80
65.86
63.87
84.41
75.24
79.70
69.04
85.50
81.02
78.82
71.83
82.83
59.52
49.99
73.32
65.82
67.22

100.00
66.66
83.20
79.38
69.40
79.73
76.46
84.96
60.35
89.50
73.07
76.18
66.36
75.27
90.08
91.39
71.64
73.12
80.36
81.32
94.40
73.33
85.85

100.00
88.33
88.38

3
4
4
4
3
3

3.50
4
4
4
4
4
4

4.00
3
4
4
4
4
3
3

3.57
4
2
4
4
4
3

3.50
3
4
4
4
3
3
4

3.57
4
3
5
3
3
4

3.67
4
3
4
4
3
4
4
4
3

3.67

4
3
4
4

3.75
3
3
3
3

3.00
4
3
4
3
4
4

3.67
4
3
4
4
3

3.60
4
4
4
3
3
3
4

3.57
4
4
4
4
4

4.00
3
3
4
3
5

3.60

1
3
2
2
0
0

1.33
0
7
2
3
1
4

2.83
3
0
3
0
2
6
1

2.14
7
3
3
1
3
1

3.00
2
0
1
1
4
4
0

1.71
3
4
4
2
1
0

2.33
0
1
1
1
0
1
2
1
1

0.89

4
3
2
2

2.75
0
0
0
1

0.25
4
3
1
0
0
0

1.33
9
3
3
6
5

5.20
2
0
3
1
3
5
5

2.71
0
0
0
6
0

1.20
7
4
0
2
1

2.80

1
3
2
2
0
0

1.33
0
7
2
3
1
4

2.83
5
0
4
0
3
3
1

2.29
6
3
3
1
3
1

2.83
4
0
1
3
4
4
0

2.29
3
5
4
2
1
0

2.50
0
1
1
1
0
1
2
1
1

0.89

4
4
2
2

3.00
0
0
0
1

0.25
5
3
1
0
0
0

1.50
10
2
3
8
6

5.80
2
0
3
2
3
4
6

2.86
0
0
0
6
0

1.20
7
4
0
2
1

2.80

40
43
19
43
32
13

31.67
29
42
34
32
13
20

28.33
80
51
45
32
35
34
31

44.00
47
40
24
50
29
26

36.00
27
15
29
46
54
25
16

30.29
49
31
36
6
13
23

26.33
62
14
9
6
35
21
21
31
20

24.33

39
43
38
32

38.00
49
15
23
25

28.00
69
30
20
15
30
69

38.83
62
26
62
35
33

43.60
26
51
28
22
27
48
21

31.86
55
46
39
44
29

42.60
54
14
22
22
25

27.40

36
44
20
45
34
15

32.33
31
43
32
31
14
20

28.50
89
53
53
35
38
30
34

47.43
47
44
24
50
27
25

36.17
30
16
34
50
59
26
14

32.71
50
35
40
5
14
22

27.67
63
15
10
7
33
21
21
31
20

24.56

42
45
38
31

39.00
50
17
23
25

28.75
74
31
21
14
30
70

40.00
62
27
67
40
40

47.20
25
52
29
24
26
49
23

32.57
58
47
40
43
28

43.20
56
15
22
22
25

28.00

△ 4
1
1
2
2
2
4
2
1

△ 2
△ 1

1
0
1
9
2
8
3
3

△ 4
3

24
0
4
0
0

△ 2
△ 1

1
3
1
5
4
5
1

△ 2
17
1
4
4

△ 1
1

△ 1
8
1
1
1
1

△ 2
0
0
0
0
2

3
2
0

△ 1
4
1
2
0
0
3
5
1
1

△ 1
0
1
7
0
1
5
5
7

18
△ 1

1
1
2

△ 1
1
2
5
3
1
1

△ 1
△ 1

3
2
1
0
0
0
3

出席率
（％）

会員数 会員数
2017
7/1

2017
7/1当月 当月増減 増減

例
会
数

例
会
数

女
性

女
性

女
性

女
性

クラブ数83RC
地区会員数
地区会員数
地区女性会員数
地区女性会員数

当月平均出席率
増減
女性会員増減

2,761人
2,861人

177人
188人

81.48%
+100
+11

2017年７月１日
2018年２月末日
2017年７月１日
2018年２月末日

４月のロータリーレート

104円物 故 会 員  （敬称略）

内田　利男
逝去日：2018年３月１日（享年74歳）
入会日：1991年２月１日
ロータリー歴：2009-10　クラブ会長
　　　　　　　ポールハリスフェロー
　　　　　　　第２回米山功労者

（第12分区　松戸東RC） お詫びと訂正
月信３月号地区大会記念ゴルフ大会の表彰者様の名前と写真に間違い
がございました。深くお詫び申し上げます。
後日発行の地区大会報告書にて訂正させていただきます。
重ねてお詫び申し上げます。

地区大会記念ゴルフ大会実行委員長　　中山　浩一
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　RYLA委員会では、平成30年２月17日（土）・18日（日）に、長生郡長柄町の「リソル生命の森」において、第
41回　RYLAセミナーを開催しました。
　RYLAは「ロータリー青少年指導者養成プログラム」と呼ばれるものであり、対象は14歳から30歳までの若
者です。今年度も「歩行ラリー」を教材とし、71名（青少年56名・ロー
タリアン15名）に参加していただきました。
　「歩行ラリー」とは、「コマ図」と呼ばれるものを頼りに、スタート
地点から指定速度でいくつか存在するチェックポイントを経由しなが
ら先へ進み、スタート地点に戻ってくるもので、指定速度から求めら
れる設定時間と実際の所要時間との差を減点として合計し、減点の少
ないペアを上位とする競技です。
　参加者の皆さんは、初めて出会った人と協力しながら「コマ図」の
解読について、議論・仮説・検証を行います。身についてしまった先
入観や固定観念などから起きる間違いに気づき、対応策を検討・実施
して問題解決を目指し、二日目には、かなり改善しました。初日の不
安そうな顔は、閉講式の時には自信に満ち溢れており、各人がリーダー
シップを身につけていただく一助となったことと思います。参加者に

「変化をもたらす」ことができた
ものと考えています。
　RYLA開催にあたり、参加者や
実行委員の推薦・準備・運営につ
いて、ご協力を賜りましたすべて
の皆様に感謝申し上げます。

　　RYLAセミナー報告
RYLA委員会
委員長 阿部　昭広（君津RC）
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ＲＹＬＡ参加青少年の声
・帶
おび
金
がね
　真

ま
奈
な
美
み
さん（推薦：鴨川ロータリークラブ）

　RYLAセミナーを実施していただき、ありがとうございました。最
初は内容もよくわからなかったけど、チーム分けをされた後に全く知
らない人と歩行ラリーをすることになりました。その歩行ラリーを体
験して、改めて人と人との繋がりが大切なことを感じました。皆さんのおかげでチー
ムリーダーを務めることもできました。これからも人と人との繋がりを大切にしてい
きたいと思います。

・佐藤　陸哉さん（推薦：船橋東ロータリークラブ）
　このようなセミナーを開催していただきありがとうございました。
参加された皆さんの中には大人の方もいますが、学生も多いと思いま
す。学生の皆さんは、アルバイトや部活をしていると思いますが、そ
こでは絶対に得られないことを、今回のセミナーで得られたと思います。アルバイト
などは個々で頑張れば良いけれど、セミナーでは周りの知らない人と協力しなければ
問題解決できなかったし、このことは大人になってからも活きると思います。学生の
うちに経験できてよかったです。

・佐野　哲さん（推薦：袖ヶ浦ロータリークラブ）
　今回、RYLAセミナーに参加できたことを誇りに思います。様々な
年代の方、国籍が違う方たちと歩行ラリーを通じて、一泊二日、共に
考えることでコミュニケーション力を高めることができたと思います。
今回学んだことを今後の人生に活かしたいと思います。ありがとうございました。

　皆様には、毎月、『ロータリーの友』をご購読いただきありがとうございます。
　『ロータリーの友』（以下『友』と略）はロータリー活動の様々な場面で皆様のお役
に立てると思います。
　例えば、卓話のテーマや材料で迷っておられるときは、どうぞ『友』をご覧ください。
　『友』には卓話の材料やヒントが詰まっているように思います。また、『友』では日
本のロータリーの現況・実勢を表すものとして、毎月、横組の最終ページに「日本のロー
タリー分布図」と「地区別クラブ数・会員数一覧表」を掲載しております。二つの資
料はクラブ研修会、特に新入会委員研修会の資料として、そのまま使えるのではない
でしょうか。
　その他、『友』には参考になる事、啓発される事が　沢山載っております。
　どうぞ、これからも『友』を読んで活用を図ってください。

『ロータリーの友』を読み活用しましょう
ロータリーの友委員会　地区代表委員　根本健一（柏RC）


